
大阪府南部で育まれたご当地食材
食材の宝庫

味わうグレーターミナミ＜①＞

大阪商工会議所は大阪府の南部（泉州・南河内）と大阪都心南部
（難波、新今宮、阿倍野・天王寺、上本町）をグレーターミナミと
称し、一体的な発展を目指す都市経済圏として活性化することを目
指している。
グレーターミナミは海や山などの豊かな自然に囲まれ、豊富な地

域食材に恵まれたエリアである。泉州では「水なす」に代表される
野菜や果物などの農産物のほか、漁港で水揚げされる「しらす」、
「泉だこ」などの海産物も豊富だ。南河内では、「いちじく」や
「ぶどう」などの果物栽培が盛んで、「南河内フルーツロード」を
形成している。このように地域ごとに個性あふれる食材が育まれて
いる。
また、これらの食材を活かした料理や加工品も数多く存在し、地

元ならではの味わいが楽しめる。古くから続く酒蔵やワイナリーも
その一つで、食を通じて地域の伝統や歴史・文化を感じることがで
きるのも大きな魅力である。（大阪商工会議所）


